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Study of the caries preventive eff ect by 450 ppm 
the once a week one-minute fl uoride mouth rinsing 
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フッ化物洗口法は，フッ化物濃度 250，450ppm を用い，週 5 回法とフッ化物濃度 900ppm，週 1 回法が
行われている．現在では，フッ化物濃度 450ppm，週 1 回法が行われているところが多くなっているが，こ
の方法によるう蝕予防効果を示したものが見られない．

本研究は，フッ化物濃度 450ppm，週 1 回法のう蝕予防効果を明らかにする目的で，学校歯科健康診査結
果を用いて実施した．

研究対象は，幼稚園，保育園からフッ化物濃度 250ppm，週 5 回法で実施，小・中学校で 450ppm，週 1
回法を実施した生徒名と小学校から 250ppm，週 5 回法を小学校で実施し，中学に進学した生徒名，ならび
に小・中学校では全くフッ化物洗口を実施していない生徒名である．

これら生徒の小学校から中学校 1 年生（12 歳児）までの DMF 者率，DMFT index，第一大臼歯の
DMFT rate，歯種別 DMFT rate，小学校入学時既萌出および未萌出第一大臼歯の DMFT rate の比較から
う蝕予防効果を検討した．

小学校で 250ppm，週 5 回法，および幼稚園，保育園からフッ化物濃度 250ppm，週 5 回法で実施，小・
中学校で 450ppm，週 1 回法を実施した生徒では，高いう蝕予防効果が認められた．

また，幼稚園，保育園からフッ化物濃度 250ppm，週 5 回法で実施，小・中学校で 450ppm，週 1 回法を
実施した生徒は，小学校で 250ppm，週 5 回法および全くフッ化物洗口を行わなかった生徒に比較して，高
いう蝕予防効果を認めた．

キーワード：フッ化物洗口，う蝕予防効果，フィールド研究

As fl uoride mouth rinsing, some methods are used such as mouth rinsing with 250 or 450ppm fl uoride 
fi ve times a week, or 900 ppm fl uoride weekly. Although it has increased to use the method mouth rinsing 
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も達している．
このことから，わが国では，2000 年頃から 900ppm

の製剤が必要であると，2 社の製薬会社が基礎研究
を進めた . その結果，独立法人医薬品医療機器総合
機構は，2013 年 8 月 20 日に従来のフッ化物製剤を
100ml，83ml の水に溶解して 900ppm 洗口液の調整を
ホームページ上に掲載した 21）.

各都道府県は，それぞれの地域に則した健康目標を
掲げ 22-24），歯科保健を進めるため口腔保健条例 25）を制
定し，科学的根拠の高いう蝕予防法導入に関する議論
がなされ，積極的にフッ化物洗口法を導入する傾向が
見られた．口腔保健条例を制定した 43 都道府県のう
ち，フッ化物洗口の文言を条例文に示した 1 道 1 府
12 県，フッ化物の推進の文言をいれた 18 県は，積極
的にフッ化物を利用するう蝕予防法を実施しようとし
ている．これらの道府県の市町村は，フッ化物洗口法
を導入する際，フッ化ナトリウム試薬を用いて行うの
か，製剤を用いて行うのかが検討され，それぞれの地
域にあった方法で導入する結果となった．

基礎研究では，廣瀬ら 27）は，フッ化ナトリウムを
用いた週 1 回法のフッ化物濃度 900ppm 洗口液と週 5
回法で用いる 2 種類の市販のフッ化物濃度 450ppm の
フッ化物製剤洗口液を人工アパタイト粉末およびペ
レットに作用させ，これらのフッ化物取り込みに差の
ないことを確認している．

今回，現在集団応用を実施している中学校の学校歯
科健康診断結果から，フッ化物濃度 250ppm，週 5 回

緒　　言

「健康日本 21（第 2 次）」1，2）の “ 歯の健康 ” 目標の
ひとつに “12 歳児の DMFT index が 1.0 未満の都道府
県の増加 ” が掲げられている．「健康日本 21（第 1 次）」
では，“12 歳児の DMFT index 1.0 未満 ” が示され，
最終評価時 2011 年に 1.0 以下を 7 県が達成した 3）．

集団に対するう蝕予防法のうち，フッ化物洗口法は
科学的根拠があり，最も推奨される方法の一つであ
る 4-6）．近年，12 歳児のう蝕が減少傾向にある中でフッ
化物洗口導入率の高い道県では，DMFT index が低
い傾向が認められていることからも明らかである 7）．

フッ化物洗口法は，国内外で 1970 年代から導入
されている 8-19）．この頃の洗口法は，フッ化物濃度
100ppm，250ppm，450ppm，500ppm の溶液を用い
て週 5 回，30 秒間実施 8-13）や，900ppm 溶液での週 1 回，
1 分間実施 16-19）であった．それが，2000 年頃には，未
就学児はフッ化物濃度 250ppm 溶液を用いて週 5 回，
30 秒間，小学校児童は 900ppm 溶液を用いて週 1 回，
1 分間あるいは 250ppm または 450ppm 洗口液で週 5
回，30 秒間，中学校生徒は 900ppm 洗口液で週 1 回，
1 分間行われるようになった 20）．しかし，集団で行う
場合，洗口時間よりも実施回数が少ない方法が導入し
やすいと考えられ，小・中学校で，特級試薬のフッ化
ナトリウムを 900ppm に調整して，週 1 回，1 分間が
実施された．2014 年の調査 28）によると，フッ化物洗
口法を週 1 回法で実施している小・中学校は 97.7％に

450ppm fl uoride weekly, it has not been shown that this method has cariostatic eff ect.
The purpose of this research is to investigate the eff ectiveness of weekly mouth-rinsing with 450 ppm 

fl uoride by using the results of dental health check in schools. 
The research was conducted to three children groups: The children who were mouth rinsed with 

250ppm fluoride five times a week from in nursery school or kindergarten and with 450ppm fluoride 
weekly in elementary and junior high schools: The children who were mouth rinsed with 250ppm fl uoride 
fi ve times a week from in elementary school: The children who were not mouth rinsed in elementary nor in 
junior high school. 

In these children groups （pupils ranged from in elementary school to 12 years old）, the cariostatic 
eff ect was examined by comparing the rates of DMF, DMFT index, DMFT rate of maxillary fi rst molar 
teeth, DMFT rate depending on the tooth type, DMFT rate of erupted and un-erupted maxillary fi rst molar 
teeth when they enter elementary school.

In the group which were mouth rinsed with 250ppm fl uoride fi ve times a week from in nursery school 
or kindergarten and with 450ppm fl uoride weekly in elementary and junior high schools, it was shown to 
have a high cariostatic eff ect.

Moreover, this group was admitted to have higher cariostatic eff ect compared to the other two groups: 
the group mouth-rinsed with 250ppm fl uoride fi ve times a week since in elementary school and, the group 
not mouth-rinsed in elementary nor in junior high school. 

Key words：fl uoride mouth rinsing, cariostatic eff ect, fi eld research
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法とフッ化物濃度 450ppm，週 1 回法のフッ化物洗口
方法によるう蝕予防効果を比較する目的で，本研究を
実施したので報告する．

研究対象ならびに方法

研究対象は，岐阜県下の 4 中学校に通う中学 1 年
生である（表 1）．A 中学校の生徒は，5 歳から就学
前までフッ化物濃度 250ppm の洗口液で洗口を週 5 回
30 秒間行い，小学校および中学校ではフッ化物濃度
450ppm の洗口液を用いて週 1 回，1 分間の洗口を実
施した（以下 450ppm 群）．B および C 中学校は，小
学校でフッ化物濃度 250ppm の洗口液を用い週 5 回，
30 秒間の洗口を行い，5 歳から就学時までおよび中学
校では洗口を実施していない（以下 250ppm 群）．D
中学校は，就学前，小・中学校ともにフッ化物洗口を
実施していない（以下 Control 群）．

調査対象者は，4 校の生徒のうち定期学校歯科健
康診断を小学 1 年（2010 年）から中学 1 年（2016
年）までの計 7 回すべて受診した生徒 626 名である．
450ppm 群は，男子 70 名，女子 84 名，250ppm 群は，
男子 140 名，女子 159 名，Control 群は，男子 103 名，
女子 70 名である（表 2）．

研究開始時には，各市の教育課長，教育長に歯科健
康診断結果の使用目的を説明し，同意を得た．学校歯
科健康診断票は，学校歯科医が各年度 6 月 30 日まで
に各学校で実施する定期歯科健康診断の結果を使用し

た．各学校で使用に関する同意を得た後，歯科健康診
断票の個人を特定できる項目を削除して分析に用い
た．なお，本研究は朝日大学倫理委員会による承認

（No.28017）を得て実施した．
統計処理及び成績判定は，次の（1）～（6）を行った．

（1） 永久歯う蝕の有無と性別及びフッ化物洗口の種類
との関連（ロジスティック回帰分析）

（2）DMF 者率の経年的変化（男女）
（3）DMFT index の経年的変化（男女）
（4） 歯種および歯群別 DMFT index の分布（中学 1

年生，男女）
（5） 上下顎第一大臼歯の萌出率と DMFT 率の経年的

変化（男女）
（6） 小学 1 年時既萌出の上下顎第一大臼歯の DMFT

率の経年的変化
（7） 小学 1 年時未萌出歯の上下顎第一大臼歯の

DMFT 率の経年的変化
検定方法は，一元配置分散分析を行い，分散分析で有

意な差がみられた場合には，さらに事後検定（Tukeyの
方法）を行った（p<0.05）．統計解析には統計ソフトSPSS

（PASW Statistics 18.0.0, SPSS Inc. Chicago）を用いた．

結　　果

（1） 永久歯う蝕の有無と性別及びフッ化物洗口の種類
との関連（表 3）

カリエスフリーの者と DMFT が 1 本でもある者を

表 1　研究対象ならびにフッ化物洗口の濃度，回数，時間および期間

表 2　調査対象

脚注： それぞれの学校で学校歯科健康診断を小学 1 年生（2010 年）から
中学 1 年生（2016 年）まで連続して受診した者
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従属変数にして，Control 群と 250ppm 群，450ppm
群をロジスティック回帰分析により比較すると，オッ
ズ比が 250ppm 群 0.62，450ppm 群では 0.18 を示した．
このことから，フッ化物洗口の濃度，回数，時間に関
わらずフッ化物洗口がう蝕予防に有効であることを
認められた．また男女を比較すると，オッズ比は 1.21
を示し，性差による有意な差を認めなかった．

（2）DMF 者率の経年的変化（男女）（図 1）
男子の450ppm 群とControl 群を比較すると，450ppm

群は，小学校の低学年時より明らかに低値を示し，小
学 3 年以降有意な差を認めた．250ppm 群と Control
群との比較では，250ppm 群は，低学年より低値を示
し，小学 6 年，中学 1 年で有意な差を認めた．洗口群
間の比較では，450ppm 群は，小学 5 年で 250ppm 群

表 3　永久歯う蝕の有無と性別及びフッ化物洗口群との関連（ロジスティック回帰分析）

図 1　DMF者率の経年的変化（男・女別）
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との間に有意な差を認めた．
女子の450ppm 群とControl 群を比較すると，450ppm

群は，小学校低学年より低値を示し，小学 6 年以降有
意な差を認めた．250ppm 群と Control 群の比較では，
250ppm 群は，小学 6 年，中学 1 年で低値を示したが，
有意な差は認められなかった．洗口群間の比較では，
450ppm 群は，低学年より低値を示し，小学 6 年以降
に 250ppm 群との間に有意な差を認めた．

（3）DMFT index の経年的変化（男女）（図 2）
男 子 450ppm 群 は，Control 群 と 比 較 し て 明 ら

かに低値を示し，小学 4 年以降有意な差を認めた．
250ppm 群は Control 群と比べ小学 3 年以降低値を示

し，小学 6 年で有意な差を認めた．洗口群間の比較で
は，450ppm 群は，低値を示したが有意な差は認めら
れなかった．

女 子 450ppm 群 は，Control 群 と 比 較 し て 明 ら
かに低値を示し，小学 4 年以降有意な差を認めた．
250ppm 群は Control 群と比べ低値を示し，小学 6 年
から有意な差を認めた．洗口群間の比較では 450ppm
群が低値を示し，中学 1 年で有意な差を認めた．

（4） 歯種および歯群別DMFT indexの分布（中学1年，
男女）（表 4）

中 学 1 年 の DMFT index の 歯 種 別 分 布 を み る
と．各群とも第一大臼歯のう蝕罹患率が最も高く，

図 2　DMFT index の経年的変化（男・女別）
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450ppm 群では男女とも 100％を示した．250ppm 群
では男子 94％，女子 82％を示し，Control 群でも男
女とも 70％以上を第一大臼歯が占めた．また Control
群では，第二大臼歯のう蝕罹患率が男女ともに 5％を
示し，前歯と小臼歯群の罹患率は，男子 26％，女子
16％を認めた．250ppm 群では，第二大臼歯のう蝕罹

患率が男子 6％，女子 13％を認め，前歯，小臼歯群の
罹患率は女子のみに 5％を認めた．

（5） 上下顎第一大臼歯の萌出率と DMFT 率の経年的
変化（男女）（図 3，4，5，6）

図3は上顎第一大臼歯の萌出率の経年的変化を示す．

表 4　中学 1年時の歯種別および歯郡別DMFT index の比較（男・女別）

図 3　上顎第一大臼歯DMFT率の経年的変化（男・女別）
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男子の萌出率は，小学 1 年で 36 ～ 41％を示し，小
学 3 年ではほぼ 100％萌出し，各群間で萌出率に差は
認められなかった．

女子の萌出率は，小学 1 年で 42 ～ 52％を示した． 
250ppm 群の小学 1 年の萌出率は他の群よりやや高く
52％を示したが，小学 2 年以降には各群間に差はなく，
小学 4 年ではほぼ 100％の萌出を認めた．

上顎第一大臼歯のDMFT率経年的変化を図4に示す．
男子 450ppm 群は，Control 群と比較して小学 1 年

より低値を示し，小学 6 年において有意な差を認めた．
250ppm 群は Control 群と比べ小学 3 年以降低値を示
したが，有意な差は認められなかった．洗口群間の比
較では，450ppm 群が小学 4 年以降低値を示したが，
有意な差は認められなかった．

女子 450ppm 群は，Control 群と比較し小学 1 年よ
り低値を示し，小学 3 年および小学 6 年，中学 1 年で

有意な差を認めた．250ppm 群は Control 群と比べ，
小学 2 年以降低値を示し，小学 3 年で有意な差を認め
た．洗口群間の比較では小学 5 年までは同様の増加状
況を示したが，小学 6 年，中学 1 年で 450ppm 群が低
値を示した．

図5は下顎第一大臼歯の萌出率の経年的変化を示す．
男子の萌出率は，小学 1 年で 45 ～ 50％を示し，各

群の萌出状態に差はなく，小学 3 年でほぼ 100％萌出
した．女子の萌出率は，小学 1 年で 56 ～ 71％を示し，
群間に差が見られたが，有意な差は認められなかった．
小学 3 年には各群ともほぼ 100％の萌出を認めた．

下顎第一大臼歯のDMFT率経年的変化を図6に示す．
男子は，450ppm 群は Control 群と比較すると低値

を示し，小学 5 年以降に有意な差を認めた．250ppm
群は Control 群と比べ，小学 5 年以降低値を示したが，
有意な差は認められなかった．洗口群間の比較では，

図 4　上顎第一大臼歯萌出率の経年的変化（男・女別）
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450ppm 群が小学 2 年以降低値を示したが，有意な差
は認められなかった．

女子では，450ppm 群は Control 群と比較して明
らかに低値を示し，小学 4 年以降有意な差を認めた．
250ppm 群は Control 群と比較して，小学 3 年以降低
値を示したが，有意な差は認められなかった．洗口群
間では，各学年で 450ppm 群が低値を示したが，有意
な差は認められなかった．

（6） 上下顎第一大臼歯の 1 年時既萌出歯の DMFT 率
の経年的変化（図 7，8）

小学校入学前のフッ化物洗口の影響を検討するた
めに，小学 1 年時に萌出していた上下第一大臼歯
DMFT 率について上下顎別に検討した．

上顎第一大臼歯の小学 1 年時既萌出歯の DMFT 率
（図 7）は，450ppm 群と Control 群とを比較すると，
450ppm 群は，小学 1 年から低値を示し，小学 3 年以
降有意な差を認めた．250ppm 群は，Control 群と比較
して小学 1 年から低値を示し，小学 3 年から小学 6 年
まで有意な差を認めた．洗口群間の比較では，450ppm
群の方が低値を示したが有意な差は示されなかった．

下顎第一大臼歯の小学 1 年時既萌出歯の DMFT 率
（図 8）は， 450ppm 群は Control 群と比較して低値を
示し，小学 4 年以降有意な差を認めた． 250ppm 群
は Control 群と比較して，小学 4 年より低値を示した
が有意な差は認められなかった．洗口群間の比較では，
450ppm 群の方が 250ppm と比べて低値を示し，小学
4 年，6 年，中学 1 年で有意な差を認めた．

図 5　下顎第一大臼歯DMFT率の経年的変化（男・女別）
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図 6　下顎第一大臼歯萌出率の経年的変化（男・女別）

図 7　上顎第一大臼歯のDMFT率（1年時既萌出歯）
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（7） 上下顎第一大臼歯の 1 年時未萌出歯の DMFT 率
の経年的変化（図 9，10）

上顎第一大臼歯の小学1年時未萌出のDMFT率（図
9）は，250ppm 群と Control 群との間に差は認めら
れなかった．450ppm 群は小学 6 年，中学 1 年で他群
に比較して，低値を示したが，有意な差は認められな
かった．

下顎第一大臼歯の小学 1 年時未萌出歯の DMFT 率
（図 10）は，450ppm 群は Control 群と比較し低値を
示し，小学 5 年，6 年で有意な差を認めた．250ppm
群は Control 群と比較して低値を示したが有意な差は
なかった．洗口群間では，450ppm 群の方が低値を示
したが，有意な差は認められなかった．

考　　察

わが国では，フッ化物の全身応用法が実施されない
ため，1970 年頃から公衆衛生的なう蝕予防法として
フッ化物洗口法が行われてきた．この頃，フッ化物洗
口法は，岐阜県 8-10，12，13），新潟県 16-19）で多く行われ高
いう蝕予防効果を認めていた．しかし，他の地域では
積極的に取り入れるところが少なく，フッ化物洗口の
集団応用は，なかなか普及しなかった 20）．

2000 年，健康日本 21（第 1 次）1）のなかに「歯の健
康」が挙げられた．ここでは生涯の歯科健康目標が示
された．その 1 つに，“12 歳児で DMFT 歯数 1 以下 ”
が掲げられ，行動目標に科学的根拠のある方法の導入
が推奨された．この時，各都道府県では，厚生労働省
が示した健康日本 21（第 1 次）を参考に，それぞれ

図 8　下顎第一大臼歯のDMFT率（1年時既萌出歯）

図 9　上顎第一大臼歯のDMFT率（1年時未萌出歯）
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の都道府県にあった目標値が設定され，それぞれの行
動目標も示された．

2002 年厚生労働省は，各都道府県知事あてに，厚
生労働省医政局長および厚生労働省健康局長の名前
でフッ化物洗口ガイドライン 4）を送付，健康日本 21
における歯科保健目標を達成するための手段として，
フッ化物洗口法が有効であることを示した．さらに，
国は健康日本 21 を後押しする形で 2006 年「健康増
進法」28）を成立し，施行した . また，歯科関係では，
初めて歯科単独の「歯科口腔保健の推進に関する法
律」29）が，2011 年に成立，施行された．各都道府県
では，国がこの関連法案を成立する前の 2008 年頃か
ら，独自の歯科保健に関する条例を制定するところが
散見された．また，歯科保健対策に積極的に取り組む
地域が見られるようになった．すなわち，各道府県の
条令文に小児期のう蝕予防対策方法として，フッ化物
やフッ化物洗口の文言が組み入れられた．八木ら 30-32）

は，2010 年以降の 12 歳児の DMFT index が減少傾
向にある中でも，フッ化物洗口を実施すればう蝕予防
効果が認められることを報告した．

従来から，フッ化物洗口を実施している地域では，
フッ化物洗口剤を用いて，250，450ppm 洗口液で週 5
回，30 秒間を行う方法と，試薬のフッ化ナトリウム
を用いて 900ppm 洗口液で週 1 回，1 分間行う方法が
実施されていた．新規に開始するところでは，フッ化
物製剤を用いるか試薬を用いるかが議論された．その
結果 2014 年の調査によると，週 1 回法，1 分間で実
施している小・中学校は 98％であった 28）．その中で，
厚生労働省認可のフッ化物製剤を用いて 450ppm の洗
口液で週 1 回，1 分間洗口する小学校が 27.8％，中学
校 21.5％と報告されている 4-6）．すなわち，実施回数

が少なく，新規に実施するところでは，厚生労働省認
可の製剤が用いられる傾向が認められた．

しかし，フッ化物の専門書籍 4，5，20）には，いままで
エビデンスが示されていないことから，450ppm 洗口
液による週 1 回，1 分間で実施する方法は掲載されて
いない．

一方，基礎研究では，廣瀬ら 27）は，試薬のフッ化
ナトリウムを用いた 900ppm，1 分間，週 1 回法とフッ
化物製剤 2 種類による 450ppm，30 秒間，週 5 回法を
人工アパタイト粉末およびペレットを用い比較検討
し，フッ化物取り込み，酸抵抗性に差がないことを認
めたと報告している．これは，フッ化物製剤を用法と
おり溶解すると pH が弱酸性になるため，低濃度でも
人工アパタイト粉末にフッ化物が取り込まれやすいた
めと考察している．また，フッ化物濃度 450ppm，週
1 回，1 分間洗口と 250ppm，週 5 回，30 秒間の洗口
を想定した実験でも，両方法ともに人工アパタイト粉
末，ペレットの取り込みに差のないことを認めている

（未発表データ）．
そこで本研究では，製剤によるフッ化物濃度

450ppm，週 1 回，1 分間洗口と 250ppm，週 5 回，30
秒間の洗口のう蝕予防効果をフィールド調査で比較検
討した．

なお，250ppm，週 5 回，30 秒間の洗口は，1975 年
より岐阜県某町で継続実施しており，現在までフッ化
物洗口の予防効果を確認していることから，今回の
フッ化物洗口のう蝕予防効果の比較対照とした．

フッ化物洗口のう蝕予防効果を検討したフィールド
研究では，永久歯の萌出直後からフッ化物を歯に作用
させることにより高いう蝕予防効果が期待できると
報告されている 8）．今回の研究結果でも，450ppm 群

図 10　下顎第一大臼歯のDMFT率（1年時未萌出歯）
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は，保育園・幼稚園からフッ化物洗口を 250ppm，週
5 回，30 秒間を実施したため，DMF 者率は，男子の
小学 1 年で Control 群，250ppm 群でそれぞれ 1.0％，
1.4％，450ppm 群は 0％であった．女子の小学 1 年で
も 450ppm 群は 0％であった。このことから，フッ化
物洗口の開始時期は，保育園・幼稚園にすることがう
蝕予防効果を高めるために，有効であることが示唆さ
れた．

次に，永久歯のう蝕の有無と性別およびフッ化物洗
口の濃度，洗口時間についてロジスティック解析をし
た結果，永久歯う蝕の有無と性別には差が認められ
なかった．しかし，フッ化物洗口液濃度が 250ppm，
450ppm，また洗口が 30 秒，週 5 回，1 分間，週 1 回
ともに，Control 群と比較して明らかなう蝕抑制効果
を認め，どちらのフッ化物洗口方法も，有効であるこ
とを認めた．

DMFT index は，12 歳児の値が都道府県別に毎年
学校保健統計調査により公表されている 26）．全国平均
は 2006 年 1.71，2012 年 1.01，2017 年 34）は 0.82 であり，
この 10 年間で 50％以上減少している．これは各都道
府県が，12 歳児の健康到達目標値を設定し，厚生労
働省からのフッ化物洗口ガイドラインが示されたこと
などにより，積極的なう蝕予防対策を導入した結果と
考えられる．

八木 31），Matsuyama ら 32），Komiyama ら 33）のフッ
化物洗口に関する報告では，対照群の DMFT index 
は 1.0-1.5 を示している．

岐阜県はかなり学校歯科保健活動に力を注いでお
り，う蝕予防対策の先進県といえる．その結果，2017
年の 12 歳児の DMFT index は 0.5 であり，47 都道府
県中 2 番目に少ない．今回の Control 群における 12
歳児の DMFT index は，男子 0.64，女子 0.80 であり，
岐阜県の値と比べわずかに高いものの，男子は全国平
均値より低い値を示し，女子は近い値を示した．これ
に対して，250ppm 群においては男子 0.36，女子 0.43
でありう蝕抑制率約 50％，450ppm 群においては男子
0.06，女子 0.12 であり，う蝕抑制率がそれぞれ 90％，
85％を示した．

また，わが国におけるフッ化物配合歯磨剤の普及
率 5）は，2006年では89％，2016年では91％であるため，
今回の Control 群でもフッ化物の影響を受けている．
また，フッ化物洗口を小学校から導入すると小学校入
学後に萌出する上顎前歯群，上下顎第一小臼歯群に高
いう蝕予防効果が得られると報告されている 8）．今回
の結果においても，フッ化物洗口群のうち，250ppm
群女子の上顎前歯群，上下顎第一小臼歯群の DMFT 
index 0.03 を認めた以外，上顎前歯部，小臼歯部には

全くう蝕発生を認めなかった．すなわち，250ppm，
450ppm 群ともにフッ化物洗口を導入すれば，濃度，
洗口回数，時間に拘らず，小学校で萌出する歯種に高
いう蝕予防効果を示すことが確認された．また，第二
大臼歯の DMFT index から，250ppm 群は中学にお
いてフッ化物洗口を継続していないため，Control 群
と近似した値を認めた．450ppm 群は，中学において
もフッ化物洗口を継続しているために，第二大臼歯の
う蝕発生を認めなかった．このことから中学校でも，
450ppm，1 分間，週 1 回のフッ化物洗口法を継続す
ることは，永久歯のう蝕予防効果を高めるために有効
であると考えられる．

第一大臼歯 DMFT 率の経年的変化から，450ppm
群で高いう蝕予防効果を認めた．第一大臼歯は，小学
校入学前に上顎 48％～ 64％，下顎 29％～ 55％萌出し
ている．歯の萌出直後からフッ化物が作用することに
より，う蝕予防効果が高くなることを磯崎 8）は報告
している．また磯崎 8），可児ら 9），徳本ら 10）は，フッ
化物濃度が 500ppm，450ppm，250ppm の週 5 回，30
秒間では，濃度に拘らず頻回応用が有効と述べている．
しかし今回，第一大臼歯の萌出時期から 250ppm 洗口
液で週 5 回，30 秒間実施し，小・中学校で 450ppm
洗口液による週 1 回，1 分間洗口した．その結果，
450ppm 群で，永久歯の各歯種において高いう蝕予防
効果を認めた．このことは，フッ化物洗口の濃度，回
数よりも実施時期，すなわち，永久歯の萌出時期から
フッ化物洗口法を導入実施したことにより，この結果
を得たと考えられる．また，永久歯萌出時期（4～ 5歳）
からフッ化物洗口法を導入実施する必要性が示唆され
た．また，450ppm 群で，第二大臼歯にう蝕が発生し
なかったことから，中学校まで継続実施することの有
効性が示唆された．

第一大臼歯について，小学校入学前に萌出した歯と
入学後に萌出した歯に分けて，入学前のフッ化物洗
口の影響と入学後のフッ化物洗口の影響を明らかに
する目的でそれぞれの DMFT 率を比較した．上顎第
一大臼歯の既萌出歯では，450ppm 群は，中学 1 年で
1.4％，250ppm 群 8.0％，Control 群 14.6％を示した．
下顎第一大臼歯の既萌出歯においても 450ppm 群が 
3.7％，250ppm 群で 14.6％，Control 群は 20.5％を示
した．450ppm 群は，保育園・幼稚園で 250ppm，週
5 回，30 秒を実施しているため，第一大臼歯萌出時か
らのフッ化物洗口による影響や小・中学校で行った
450ppm，週 1 回，1 分間のフッ化物洗口による明ら
かなう蝕予防効果を認めた．250ppm 群では Control
群に比較して低値を示し，上顎第一大臼歯で，う蝕予
防効果は認めたが，下顎第一大臼歯では，明らかな
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う蝕予防効果が認められなかった．上顎第一大臼歯
の小学 1 年時未萌出は，各群ともにう蝕罹患傾向が低
く，Control 群に比較してフッ化物洗口によるう蝕予
防効果は両群ともに認められなかった．下顎第一大臼
歯の小学 1 年時未萌出歯は，中学 1 年で 450ppm 群，
250ppm 群でそれぞれ 4.3％，5.5％，Control 群 11.5％
を示し，小学校でのフッ化物洗口によるう蝕予防効果
を認めた．

今回，フッ化物濃度 450ppm，週 1 回，1 分間洗
口によるう蝕予防効果を，従来から行われてきた
250ppm，週 5 回，30 秒間洗口と比較した結果，保育園・
幼稚園時の永久歯萌出時期から 250ppm，週 5 回，30
秒間の洗口によるう蝕予防効果，および小・中学校で，
450ppm，週 1 回，1 分間洗口によるう蝕予防効果を
認めた．また，小学校，中学校に於いて，既存のフッ
化物製剤を用いた 450ppm，週 1 回実施により高いう
蝕予防効果が得られることが認められた．そして，永
久歯う蝕予防には，永久歯萌出時（保育園・幼稚園）
からフッ化物洗口法の導入し，永久歯萌出完了（中学
校）まで継続して実施することが必要であることが示
唆された．

結　　論

（1） フッ化物洗口の実施は，フッ化物洗口液の濃度，
洗口回数，時間にかかわらず DMF 者率結果から
有効であることを認めた．

（2） 450ppm 群は，DMFT index の結果から高いう蝕
予防効果を認めた．

（3） フッ化物洗口群では，前歯部，小臼歯部における
う蝕の罹患が認められなかった．

（4） 上下顎第一大臼歯既萌出歯のう蝕罹患傾向から，
小学校入学前にフッ化物洗口をすることの有効性
が明らかとなった．

以上の結果から，450ppm フッ化物洗口液による週
1 回，1 分間の洗口法は，永久歯のう蝕予防に有効で
あることが示唆された．
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